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「
志
∞
戦
多
」
セ
ヰ
ど
も
に
諮
る
キ

敗
戦
で
得
た
も
の
を
問
い
な
お

一

戦
争
の
本
質
と
は

始
め
に
私
の
立
場
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

大
阪
で
工
品
を
し
て
い
た
私
の
父
は
、

二
十
践
で
受
け
た
兵
隊
検

査
の
あ
と
、

「
現
役
兵
」

送

と
し
て
ピ
ル
マ

（
当
時
）

そ
の
ま
ま

ら
れ
、

終
戦
と
い
う
名
の
敗
戦
の
日
を
迎
え
た
。

そ
し
て
戦
地
で
忠

っ
た
ア
メ
ー
バ
赤
痢
が
原
因
で
、

く
な
っ
た
。

私
が
中
学
に
入
学
す
る
直
前
に
士

大
束
亜
共
栄
の
大
義
を
掲
げ
、

帝
国
の
存
亡
を
か
け
た

自
衛
戦
争
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

「
あ
の
戦
争
」

私
に
と
っ
て

が
父

の
命
を
奪
っ
た
と
い
う
事
実
の
重
み
に
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

『
あ
の
戦
争
に
な
ぜ
負
け
た
の
か
』

て
、
加
藤
陽
子
氏
は

（
文
春
新
品
川
凶
五
一

O
）
に
お
い

「古
田
裕
氏
に
よ
れ
ば
、

陸
軍
の
総
兵
力
に
占

め
る
現
役
兵
の
割
合
は
、

昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）

が
三
七

・
三

を
拒
否
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
他
国
と
の
戦
争
へ
の
備
え
を
怠
る
こ

と
で
も
な
い
。
逆
で
あ
る
。
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
こ
そ
、
「
あ

の
戦
争
」
そ
介
し
て
現
代
の
軍
と
軍
事
の
重
要
性
を
教
え
る
こ
と
か

ら
逃
げ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
私
が
提
示
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

は、

「加
害
と
被
害
」「
勝
者
と
敗
者
」
「
固
と
民
」
で
あ
る
。

加
害
と
被
害
の
ス
パ
イ
ラ
ル

一
九
四
五
年
八
月

一
八

二
億
総
俄
悔
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

日
に
組
閣
さ
れ
た
内
閣
の
束
久
週
首
相
が
、
八
月
二
八
日
の
記
者
会

見
で
発
言
し
有
名
に
な
っ
た
。
小
熊
英
二
氏
は

「も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、

連
合
国
や
ア
ジ
ア
諸
国
に
、
日
本
の
侵
略
を
謝
罪
す
る
と
い
う
な
味

で
は
な
か
っ
た
．
そ
れ
は
彼
ら
が
、
敗
戦
の
屈
辱
感
を
表
現
す
る
た

め
に
、
敗
北
の
原
因
と
し
て

『道
義
の
頬
廃
』
を
見
出
す
な
か
で
発

せ
ら
れ
た
」（『
民
主
と
愛
国
』
新
限
社
六
九
頁
）
と
解
説
す
る
。

国
民
す
べ
て
の
力
を
結
集
し
て
戦
っ
た
総
力
戦
で
あ
っ
た
以
上
、

敗
戦
の
責
任
は
国
民
す
べ
て
が
負
う
べ
き
と
の
心
情
が
前
提
に
あ
る
。

当
然
、
位
論
は
戦
争
遂
行
者
の
責
任
を
暖
昧
に
す
る
と
批
判
し
、
そ

の
矛
先
を
開
戦
の
点
任
へ
と
進
め
た
。
そ
れ
は
被
持
者
に
阿
る
人
を

泊
や
す
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
ピ
1
ク
が
東
京
裁
判
に
よ
る
A
級

戦
犯
で
は
な
い
か
。
昨
今
は
こ
の
裁
判
の
正
当
性
を
疑
問
視
す
る
論 す

迂
回
を

静
岡
大
学
政
俊

馬

政

幸

居

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

昭
和
一
九
年
に
は
五
八

・
四

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
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（
一
八
六
頁
）

い
か
に
美
辞
臨
句
で
語
ら
れ
よ
う
と
も
、
戦
争
の
本
質
は
殺
し
合

そ
れ
も
、
大
義
を
語
り
、
開
戦
を
決
定
し
、
戦
時
と
戦

命
令
さ
れ
る
側
の
兵
士
が
互
い
の
命
を
奪

い
で
あ
る
。

術
を
練
る
側
で
は
な
く
、

い
合
う
の
が
戦
争
で
あ
る
。
し
か
も
、

父
の
よ
う
に
、
社
会
の
下
層
に
属
す
る
若
い
男
性
で
あ
る
確
率
が
向

い
。
「
あ
の
戦
争
」

そ
の
兵
上
の
多
く
は
、

私
の

の
教
育
は
、

こ
の
事
実
を
教
え
る
こ
と
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
直
接
、

士
が
生
存
し
、
そ
の
兵
士
の
命
を
引
き
継
ぐ
者
が
い
る
か
ぎ
り
、
「
あ

人
を
殺
す
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
兵

の
戦
争
」

を
歴
史
の
解
釈
の
み
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
で
は
な
い
。

し
か
し
、

「
あ
の
戦
争
」

を
断
罪
し
、

自
問
の
軍
隊

こ
の
こ
と
は

制
が
優
勢
だ
が
、
私
は
裁
か
れ
た
者
以
外
に
戦
争
賀
任
の
免
罪
符
を

与
え
た
こ
と
を
問
題
視
し
た
い
。
一

億
総
慨
悔
転
じ
て

一
億
総
被
害

者
に
な
っ
た
。
だ
が
「
あ
の
戦
争
」
の
導
火
線
と
な
っ
た
国
際
連
盟

脱
退
を
あ
お
り
、
米
国
と
の
開
戦
を
祝
す
号
外
を
出
し
た
新
聞
の
立

任
は
ど
う
な
る
か
。
そ
の
新
聞
を
民
い
求
め
、
兵
上
が
勇
猛
果
敢
に

戦
う
こ
と
を
願
う
手
紙
を
入
れ
た
慰
問
袋
を
作
っ
た
人
は
ど
う
か
。。

問
題
は
加
害
責
任
を
逃
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
だ
れ
も
が
加
答
者

に
も
被
害
者
に
も
な
り
、
加
害
と
被
者
が
制
限
旋
状
に
広
が
っ
た
「
あ

の
戦
争
」
の
実
態
を
問
い
続
け
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

戦
場
と
な
っ
た
ア
ジ
ア
各
国
と
り
わ
け
韓
間
と
中
国
か
ら
の
加
害
性

追
及
に
正
面
か
ら
応
じ
る
論
理
と
心
情
を
生
み
出
せ
な
か
っ
た
。
非

難
さ
れ
る
ま
ま
に
自
国
の
加
害
性
を
強
調
す
る
人
た
ち
も
、
そ
れ
を

自
虐
史
観
と
批
判
す
る
人
た
ち
も
、
被
害
と
加
誇
が
重
な
り
合
う
「あ

の
戦
争
」

の
実
態
を
無
視
す
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
被
害
性
の
み

強
制
す
る
図
と
民
に
、
自
ら
の
庇
史
に
あ
る
被
古
と
加
古
の
梢
造
を

問
い
直
す
モ
デ
ル
を
示
し
え
な
い
点
で
も
同
じ
で
あ
る
。
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敗
者
が
勝
者
に
、
勝
者
が
敗
者
に

六
O
年
を
経
て
も
な
お

「
あ
の
戦
争
」
の
加
害
性
を

一
方
的
に
強

調
す
る
隣
国
の
存
在
を
許
し
た
要
因
を
も
う
一
つ
指
摘
し
た
い
。
そ



の
た
め
に
祖
母
の
言
葉
を
紹
介
し
よ
う
。

「
戦
争
に
負
け
て
よ
か
っ
た
。
軍
人
が
い
ば
ら
な
く
て
す
む
」

Mm母
と
同
様
に
敗
戦
を
受
容
し
た
民
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
私
自

身
が
敗
戦
に
よ
る
日
本
の
変
化
で
生
ま
れ
た
。
農
地
解
脱
で
凹
畑
を

失
っ
た
不
在
地
主
の
娘
が
、
家
族
を
接
う
た
め
に
働
き
に
出
た
工
場

で
出
合
っ
た
の
が
、
再
び
工
員
に
な
っ
て
い
た
父
で
あ
る
。

勝
者
で
あ
る
米
国
が
強
い
る
改
革
を
船
手
に
、
敗
戦
国
日
本
は
寧

と
軍
事
を
米
国
に
ゆ
だ
ね
、
持
て
る
資
源
を
自
国
の
経
済
成
長
に
つ

ぎ
込
ん
だ
。
「
あ
の
戦
争
」
を
国
と
民
の
総
力
戦
に
す
る
た
め
の
法

と
社
会
と
心
の
仕
組
み
が
臼
本
型
経
営
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
に
な
っ
た
。

他
方
、
敗
戦
を
契
機
に
独
立
し
た
半
島
国
は
、
分
断
国
家
と
し
て

軍
と
軍
事
を
品
優
先
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
日
本
か
ら
の
解
放
は

国
織
を
奪
わ
れ
る
閣
と
な
っ
た
旧
習
を
も
厳
ら
せ
、
固
と
民
の
再
構

築
を
妨
げ
た
。
戦
勝
国
に
な
っ
た
中
国
も
内
戦
後
の
混
乱
を
克
服
し
、

中
華
の
朝
権
を
行
使
す
る
ま
で
に
印
年
の
時
を
必
要
と
し
た
。

四

軍
と
軍
事
を
統
御
す
る
「
国
」

の
「
民
」
に

「
あ
の
戦
争
」

ら
な
い
。

の
歴
史
を
敗
戦
ま
で
の
四
年
間
に
閉
ざ
し
て
は
な

敗
戦
を
経
済
戦
争
の
勝
者
の
因
に
転
化
し
、

そ
の
勝
者
の

位
世
へ
の
者
り
か
ら
、

新
た
な
経
済
戦
争
の
敗
者
に
な
り
か
け
た
現

代
日
本
が
、
再
構
築
す
べ
き
法
と
社
会
と
心
の
基
盤
に
ま
で
、
射
稗

を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。
戦
後
の
平
和
国
家
日
本
の
存
在
は
、
「
あ

の
戦
争
」
も
含
む
世
界
大
戦
の
終
結
と
と
も
に
生
じ
た
国
家
貯
の
対

立
の
頃
が
、
か
つ
て
支
配
し
た
闘
に
引
か
れ
、

明
治
政
府
の
廃
務
位

以
で
自
国
内
に
取
り
込
ん
だ
王
朝
の
品
を
、
戦
勝
国
に
差
し
出
す
こ

と
で
得
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

戦
争
が
国
家
間
の
外
交
の
延
長
に
あ
る
事
実
を
棚
上
げ
し
、
軍
と

市
事
を
他
国
に
委
ね
る
こ
と
で
、
同
と
民
の
安
全
を
総
保
で
き
る
と

い
う
、
敗
戦
を
逆
手
に
と
っ
て
築
い
て
き
た
戦
後

H
木
を
支
え
る
条

件
は
失
わ
れ
た
。
軍
を
外
交
の
手
段
に
使
う
隣
国
と
対
崎
す
る
現
実

か
ら
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
加
え
て
、
暴
力
装
置
を
国
家
が
独

占
す
る
仕
組
み
は
、
自
問
内
の
秩
・
汗
を
維
持
す
る
手
段
で
も
あ
る
。

軍
と
軍
事
に
関
心
を
も
た
な
い
民
を
教
え
育
て
る
こ
と
は
、
再
び

自
ら
を
被
害
者
に
す
る
愚
を
犯
す
民
を
再
生
産
す
る
こ
と
と
同
義
で

あ
る
。
「
再
び
子
ど
も
た
ち
を
戦
場
に
送
ら
な
い
」
た
め
に
は
、
軍

と
軍
事
を
統
御
す
る
国
の
仕
組
み
を
再
持
制
し
、
そ
の
国
を
操
作
す

る
知
識
と
技
術
を
教
え
、
軍
事
力
行
使
の
誘
惑
に
抗
す
る
心
を
鍛
え

る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
の
教
材
は
、
「
あ
の
戦
争
」
の

「
加
害
と

被
や
ど
が
亜
な
り
あ
う
事
実
と
、
「
敗
脅
」
に
な
っ
て
得
た
も
の
を

川
い
直
す
迂
回
な
し
に
獲
得
で
き
な
い
こ
と
を
強
制
し
て
お
き
た
い
。
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「理
想

理
念
」
と

「
取
引
・

談
合
」

． 

「
現
在
の
国
際
関
係
を
脅
か
し
て
い
る
の
は
理
想
の
喪
失
で
は
な

く
、
理
想
を
高
く
掲
げ
、

自
分
の
抱
く
理
念
を
疑
お
う
と
し
な
い
態

度
で
あ
る
」

こ
の
視
点
は
、

今
年
の
年
初
に
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で

『朝
日
新
聞
』
掲
載
「
私
の
視
点
」
）
。

あ
る

（
平
成
十
八
年
一
月
六
日

度

は還
を
高
く
J易
げ

自
分
の
抱
く
理
念
を
疑
お
う
と
し
な
い
態

現
在
に
と
ど
ま
ら
ず
、

述
い
昔
か
ら
常
に
凶
際
闘
係
を
僧

か
し
続
け
て
い
る
。

「あ
の
戦
争
」
も
、
ま
さ
に
、

こ
の
よ
う
な
理
想
や
理
念
が
も
た

「
あ
の
戦
争
」

ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、

と
も
言
え
よ
う
。

を
子
ど

も
に
悟
る
時
に
、
ど
ん
な
物
事
が
理
想
と
し
て
向
く
掲
げ
ら

れ
て
、
理
念
を
疑
お
う
と
し
な
い
態
度
が
、

当
時
、

ど
の
よ
う
に
し
て
形
成

ト
八
分
大
学
叙
育
福
祉
制
科
学
部
助
叙
慢

永

道

田

宏、

さ
れ
て
い
た
の
か
、

を
考
え
さ
せ
た
い
。
そ
の
際
に
、

効
果
的
な
素

材
と
な
る
も
の
が
、

る。

当
時
の
子
ど
も
た
ち
が
使
用
し
た
教
科
書
で
あ

ー ！？ー

「
あ
の
戦
争
」

ら
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
し
て
み
る
。

の
真
っ
直
中
で
用
い
ら
れ
て
い
た
教
科
持
の
小
か

＊ 

（
昭
和
十
七
年
）

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、

「一一
十

新
し
い
世
界
」

『初
等
科
修
身
問
』

の

大
東
亜
戦
争
の
勃
発
以
来
、

明
る
い
大
き

な
希
望
が
わ
き
起
こ
っ
て
来
ま
し
た
。

（
中
略
）

わ
が
日
本
と
志
を
同
じ

てく
す
地る
中ド
海イ
にツ

イ
タ
リ
ア
両
国
も
ま
た
新
し
い
欧
州
を
つ
く
ろ
う
と
し

ア
フ
リ
カ
に
、

大
西
洋
に
、

米
英
に
対
す
る
戦
を
く
り



ムふ~~~.ふふ必必~·ふるふふふふふふふふふふふふふる必ふるふふ牛ふふふふふ£

－
提
言

・
「
あ
の
戦
争
」
を
子
ど
も
に
語
る
キ
ー
ワ
ー
ド

侵
略
、
自
衛
・
解
放
、
論
争
学
習

j

j

i
－
－
－
：
・
・
：
－

j
i
－－：：：－
J

E
－－：
：
森
分

自
存
自
衛
、
ア
ジ
ア
民
族
の
独
立
、
慰
霊
と
鎮
魂
、
原
爆
：
：
－

j
i
－－－

j
i
－
－
：
安
藤

国
家
的
大
失
敗
を
ど
う
教
え
る
か
・
：
：

：：－

j
i
－－
：：
・：
：
：
：
：
：
：
：

j
i
－
－
：
：
・
吉
永

敗
戦
で
得
た
も
の
を
問
い
な
お
す
迂
回
を
－
－
J

J

・－；
：
：
：
：
：
：
－

j
i
－－
・
：
：
：
：
馬
居

「理
想
・
理
念
」
と

「取
引
・
談
合
」
：
：
：

j
i
－－－：：：

j

i
－－：・：

j

i
－
－
－
：
：
永
田

・
「
平
和
教
育
の
歴
史
観
」
で
戦
争
の
本
質
を
語
る
問
題
点

U
U
U引
U
引
引

U

斎
藤
隆
夫
の
反
軍
演
説
を
ど
う
語
る
か
：
：
：
：
・
：
・

・
：
：
：
：
：
・

j

i
－
－
：
：
：
：
：
江
間

あ
ま
り
に
も
太
平
洋
戦
争
・
東
京
裁
判
の
こ
と
を
知
ら
な
さ
す
ぎ
る
：
：
；
：
：
・
有
国

・
「
大
東
E
共
栄
圏
」
は
戦
争
の
大
義
名
分
に
な
り
得
る
か

l
q
H
1
1
1

引
M

；

戦
争
の
時
代
背
景
を
正
し
く
教
え
る
：
・
：
：
－
J

J
・－：：：：－－
J

J

・
－
：
：
：
・
：
・
千
原

日
本
が
大
東
亜
戦
争
巴
突
入
し
だ
の
は
、
自
衛
の
だ
め
で
あ
っ
定
：
：
：
：
：
：
：
森
下

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
戦
争
史
観
を
超
え
て
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：：－

j

i
－－：－

j
i－
－
－
小
宮

・
私
な
ら
小
学
生
に
「
あ
の
戦
争
」

を
こ
う
語
り
た
い

U
U
H
u
n
i
H
U
R

授
業
を
通
し
て
考
え
さ
せ
た
い
：
：
；

j
i
－－：：：：

j

i
－
－
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
田
口

事
実
で
語
る
戦
争
の
授
業
｜
何
年
戦
争
は
ど
の
段
献
で
な
ら
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か・：

勇

戦
争
を
避
け
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
さ
せ
る
授
業
を
構
成
す
る
：
：
佐
藤

田
本
は
、
大
東
亜
戦
争
で
人
娘
最
高
の
よ
い
こ
と
を
し
た
の
だ

j
i
－－
・
：
：
：
：
安
任

原
爆
投
下
の
事
実
を
考
え
続
け
る
人
に
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；
：
：
：
：
：
：
青
柳

・
私
な
ら
中
学
生
に
「
あ
の
戦
争
」
を
こ
う
語
り
た
い

i
t－
－

uuuuu引
U
H

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
伝
え
た
い
三
つ
の
こ
と
：
：
：
：
；

j
i
－
－
－
：
：
：
寺
田

霊童潤豊若史
明
叩

和
正

M

人一
宏志弘
34 31 28 

広
治
幻

巴
国
片

山
引

琢
朗
M
W

順
一
柑
滋
日

充
伯
日

伝
単
に
見
る
戦
後
六
十
年
・
・
：
：

j

i
－
－
－
：
：
：
：
：
：

j

i
－－－

j

i
－－－－

j

i
－
－
－
出
原

真
哉
引

争
実
を
伝
え
正
し
い
歴
史
認
識
を
育
て
る
・
・
・
・
：
：
：
・
：
・
・
：
：
園
山
真
司
日

「
第
三
の
道
」
を
考
え
る

：
：
：
：
：
：
：
：：
j
i
－－－

j
i
－－：：

：
：
：
：
；
・
：
：
：
：
：
酒
井
富
美
江
日

太
平
洋
戦
争
を
時
間
軸
と
空
間
軸
に
位
置
づ
け
る
：
：
・
・
：
：
：
－

j
i
－－
J
：
：
：
前
原
隆
志

η

・
「
特
攻
隊
員
」
の
死
を
考
え
る
｜
帰
ら
ぬ
命
あ
り
て
平
和
あ
り

『

m
u
u
n
H
u
n
H
H
l
h
H
K

「
恥
ず
か
し
い
と
は
思
わ
ん
の
か
」
：
：
：
－
J

J
・－j
i
－－：－
j
i
－－
J

J

・
－
：
：
・
：
・
長
野

藤
夫
円

札
町
は
、
正
確
巴
神
風
特
別
政
撃

隊
巴
つ
い
て
伝
え
る
べ
き
で
あ
る

f

：
：
岡
田

健
治
加

特
況
か
ら
伺
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
－
－
J

J

・
－
－
－
J

J

・
－
：
：
：
谷
和
樹

m
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